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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果は，デジタルデバイスと電子黒板利用で拡充されたアクティブラーニ
ングの指導法を基軸として開発された教員養成プログラムとその検証報告である。これによって初等中等教育に
おける算数数学科授業のアクティブ化が質保証され，主体的かつ協同的に学ぶ力を児童生徒に育む基盤を確立す
る一助となる。特にジグゾー法による協同学習環境において，1)問題解決の分業化による互恵的な学習体制，2)
公正で共感的な参加とピアレビュー，3)知識の全体像を感得する構造把握，という条件整備の確認と，デバイス
を用いた学習環境が生み出す即時性と集積性によって，教員によるマネジメントを充実させる手順の具体的検証
が研究報告された。

研究成果の概要（英文）：The results of this study are the teacher training program for mathematics 
developed based on the acquisition of technique of the jigsaw method expanded by the use of digital 
devices and electronic blackboards, and the verification report for this program.Hereby,the 
activation of the mathematics course in the elementary and secondary education certify　their 
quality, and it helps to establish the basis which nurtures the ability of independent and 
collaborative learning to the students. Specially, in collaborative learning environment by the 
jigsaw method, the following were studied and reported: 1) mutually beneficial learning arrangement 
by the division of work of problem solving, 2) fair and empathic participation and peer review, 3) 
structure grasp which can sense the whole image of the knowledge, and concrete verification of the 
procedure by which immediacy and integration which the learning environment using the digital device
 produces.

研究分野：学校教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，算数数学授業の質的な充実を通しての我が国の「数学離れ」「数学力低下」対策という課題へ
の教員養成上の視座からの改善策であり，今日の社会的な要請に具体的に応えるものである。OECD国際教員指導
環境調査(TALIS 2013)で指摘されたように，我が国の学校教員は主体的な学びを重要と考える一方でその主体的
な学びを引き出す自信が国際平均に比して著しく低い。本研究では，アクティブラーニングに関する教員養成プ
ログラムの初等中等教育別での開発と検証を通じてこの問題の改善に寄与している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
  本研究は大きく 2つの背景をもっている。第 1の背景は，2020年度より実施される学習指導
要領改訂に向けて，大学教育改善に端を発するアクティブラーニングを初等中等教育において
実現する方途が中央教育審議会に諮問され，主体的かつ協同的に学ぶ力を児童生徒に育むこと
ができる教員養成の在り方の探究が急務なことである。第二の背景は，科学技術創造立国を目指
す我が国の「数学離れ」「数学力低下」対策という喫緊の課題への教員養成の視座からの対応で
ある。第 1の背景については，日本カリキュラム学会や日本教育情報学会の研究特集において，
従来の課題解決型学習を超えた学びをアクティブラーニングに求めつつ，講義型で一方的な授
業の改善に向けた協同学習の条件整備の必要性が指摘されている。第 2 の背景については，今
世紀初頭に日本数学会の数学基礎教育ワーキンググループ報告以降，国内外の大規模調査で指
摘され続けている数学力低下や数学離れを改善する上で，教職課程学生の資質向上の必要性が
示唆されている。本研究は，これらの社会的な要請や研究動向を鑑み，申請者が組織的継続的に
着手してきた教員養成実践と双方向参加型学習環境の構築経験を活かし，アクティブラーニン
グによる算数数学協同学習を学校現場で実質化できる教員養成プログラムを開発する実践研究
への発展を企図する。 
 

 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，ジグゾー法の指導技法を基軸としつつ，主体的な学びの質を高める協同学習
としてのアクティブラーニングを着実に展開できる算数数学科教員を養成するプログラムを開
発し，その成果を実証的に明らかにすることであった。OECD 国際教員指導環境調査(TALIS 
2013)で指摘されたように，我が国の学校教員は主体的な学びを重要と考える一方でその主体的
な学びを引き出す自信が国際平均に比して著しく低い。本研究では，ジグゾー法を段階的に習得
できる複線型教員養成プログラムの初等中等教育別での開発と検証を通じてこの問題の改善に
取り組んだ。本研究の独創性は，以下の 3点にある。第 1に，初等中等教育におけるアクティブ
ラーニングの実質化を算数数学領域に絞り，その指導を着実に行える教員養成プログラムを，初
任教員と熟練教員による取り組みを対比・参照して更に拡充した点である。第 2に，小学校算数
科における協同学習と中学校高等学校数学科における協同学習の対比によって双方の学校文化
的な特性を明確化し，発達段階別に学びの質保証を行った点である。第 3に，従来からのジグゾ
ー法を拡充して定着させる上で，授業において児童生徒に過度の負担を課さない為に，配付方式
のデジタルデバイス（Clicker）と電子黒板を用いて，小集団間での意見集約と知識の全体像解
釈を行う過程を可視化するアプリケーション(VBA)の利活用法を教員養成プログラムに組み込
んだ点である。 
 
３．研究の方法 
 本研究を以下の計画及び方法によって実施した。第 1 に，既存の算数数学授業における課題
解決型学習や協同学習上の課題について，基本文献調査と同時に，初任教員と熟練教員のアクテ
ィブラーニングへの理解力と授業実践力の観点から対比的に探究するベースライン調査を行っ
た。同結果は国際共同研究者によるデータと対照した。第 2に，デジタルデバイスと電子黒板利
用で拡充したジグゾー法の指導技法を教職プログラム化し，模擬授業分析及び初任教員の算数
数学科授業の活動分析を通してアクティブラーニングを実質化することを検証した。第三に，開
発したプログラムを複線化することで，質の高い算数数学指導力を持つ教員が養成できること
を実証的に示し，その中心的知見を複数の国際学会において研究発表した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は，デジタルデバイスと電子黒板利用で拡充されたアクティブラーニングの指
導法を基軸として開発された教員養成プログラムとその検証報告である。これによって初等中
等教育における算数数学科授業のアクティブ化が質保証され，主体的かつ協同的に学ぶ力を児



童生徒に育む基盤を確立する一助となる。特にジグゾー法による協同学習環境において，①問題
解決の分業化による互恵的な学習体制，②公正で共感的な参加とピアレビュー，③知識の全体像
を感得する構造把握，という条件整備の確認と，デバイスを用いた学習環境が生み出す即時性と
集積性によって，教員によるマネジメントを充実させる手順の具体的検証が研究報告された。そ
の成果の学術的な特色は，主に以下 2点である。第 1に，知識基盤社会で求められる 21世紀型
スキルとしての主体的な学習力を初等中等教育で充実させる上で，将来の教員たる算数数学科
教員養成課程学生が協同的な学習環境をデザインする方策を複線的に具体化した点である。第 2
に，アロンソンによって提起され，責任分担と共生による新たな知識の互恵的な構成を促すジグ
ゾー法の指導技法習得によって，アクティブな算数数学授業を自信と共に実践できる優れた教
員養成課程の在り方を解明した点である。 
  以上の成果を，より具体的には，下記のように，雑誌論文 8報（査読付き論文 2報，単著研究
論文 6報），学会発表 19報（国際学会単独発表 8報, 国際学会共同発表 11報），図書 2冊（共
編著/分担執筆）として公表している。 
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